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SNS上のブログ記事からみたデジタル・スピリチュアリティ 

――KHCoderを使ったハイブリッド・エスノグラフィーの試み―― 

Digital Spirituality on Social Network Services: 

A Hybrid Ethnographic Trial Using KHCoder 

鈴木 万葉 

SUZUKI, Mayo 

Abstract 

In the post-COVID era, media outlets have increasingly highlighted the rising interest in fortune-

telling content, with astrology and spirituality influencers gaining prominence on social media and 

blogs. This has led to the formation of loosely connected communities around them. Drawing on the 

concept of "digital religion," this paper introduces the term "digital spirituality" to characterize these 

phenomena, using a hybrid qualitative and quantitative approach. I focus on a case study of a spiritual 

network centered around an organization that hosts events for spirituality influencers and curates blog 

articles written by event participants. These articles are collected on a popular SNS platform, creating 

a dynamic repository where spirituality is organized and shared as information. By analyzing a 

collection of over 1,000 articles, I trace the network’s evolution over four years and examine how 

various forms of online and offline content are communicated by the organization’s managers, 

influencers, and followers. Through this analysis, I demonstrate that a quantitative approach—offering 

insights into the fluid nature of online networks—can be a valuable tool for studying digital spirituality 

and provide a foundation for future research on non-institutional religion. 

1 はじめに 

占いは、現代日本社会の中で広く浸透している実践である。街角での易者や占いの館など

で占い師が行うものだけではなく、テレビ番組や雑誌に登場する星占いに加え、Webメディ

アのコンテンツとして SNS 上で人気の占い師が今週の運勢を伝えるといったメディアにお

ける占いはもはや日常の風景の一部である。 

昨今、マスメディアでは、占い自体をテーマとしたテレビ番組やファッション雑誌での占

い特集が組まれ、一部のメディアでは「令和の占いブーム」 と言われるなど、SNS やブロ

グ上でも占星術やスピリチュアルに関するテーマを扱うインフルエンサーが登場し、その
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人物を核として形成されたコミュニティが散見されるようになった。 

今まで筆者は、従来の宗教組織論の枠組みの中で、スピリチュアルなインフルエンサーを

中心としたネットワークをどのように位置づけることができるかを議論してきた（鈴木

2025）が、本稿では、日本であまり浸透していない「デジタル宗教」という研究分野におけ

る新たな事例として、デジタル・スピリチュアリティを質的に描写することを試みる。また、

オンライン上で複雑にネットワーク化された流動的な研究対象においてその概観の一つの

側面を描写しうるものとして、宗教研究におけるデータサイエンス的アプローチの可能性

を示すとともに、その傾向や特徴を浮かび上がらせ、今後の研究課題を発見するための予備

的考察を目的とする。 

 

２ 宗教と SNS：「デジタル宗教」とは 

イスラーム地域研究者である安田は SNS と宗教の関係性は否定的な文脈の中で語られる

ことが多いと述べ、SNS の発展によって、「宗教を娯楽コンテンツの一つとして捉える風潮

が浸透し、宗教景観や実践の背後にある体系的な教義や思想、世界観に対する理解が欠如し

ていくものと考えられてきた」という(安田 2021:127)。このように、SNSを活用した宗教

活動におけるリアリティの欠如が強調されている理由として、インターネットが普及し始

めた 20世紀末から、インターネットが現実世界とは異なる「仮想空間」として語られてき

たことが考えられる。久保は文化人類学的視点から、こうした仮想/現実の二分法の中で捉

えられていたオンライン上のコミュニケーションは、例えば Twitter やブログの投稿がシ

ェアされる過程でコンテクストが流出、拡張され「誰かと誰かのものになっていく発話」に

なることによって、発話者が実際の人間関係を広げていくことを可能にし、そのような発想

が広まったことが現在の SNS と以前から存在した人間関係を媒介する情報技術を区別して

いるのだと論じている(久保 2021)。そうであるなら、現実の人間関係を広げていくものと

しての SNSは、宗教との関わりの中でどのように研究がされうるものだろうか。 

宗教と SNS の研究では、主に既存の宗教組織が SNS を道具として利用するという文脈で

研究がなされてきたことはあらゆる分野の中で確認できる傾向である。例えば、近年の二つ

の事例を紹介する。人類学者の奈良は、中国の回族のムスリム・コミュニティが QQという

インスタントメッセンジャーを通して情報共有を図る様子を描写している(奈良 2021)。ま

た、安田は、東京ジャーミイという、国内外な観光施設でもあるイスラームの宗教施設が SNS

でプロモーションを行っている様子を分析している(安田 2021)。安田は、東京ジャーミイ
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の積極的なプロモーションの結果として、外部の「まなざし」にさらされることになると述

べるが、そのことが逆説的に自分たちの活動やムスリムとしてのあり方を見つめ直し、イス

ラームの理想的なあり方を非信徒たちに示していこうとすることで、東京ジャーミイの関

係者たちの信仰心を強化していくと主張する。このように、従来からの宗教研究において

SNS は既存の宗教組織たる発信者とそれを見る人との関係性における単なる沈黙した媒介

者として見られてきたのである（例：土佐 1998、国際宗教研究所 2000、Baffelli et al. 

2011など）。 

一方で、近年「デジタル宗教学」という比較的新しい学際的な研究分野が確立されつつあ

る。これは、宗教的な個人やグループがデジタルメディアや新たなテクノロジーとどのよう

に関わっているかを説明するとともに、対面空間とデジタル空間の両方で表現される宗教

の関係を記録し、分析し、理論化しようとするものである(Campbell＆Bellar 2023)。これ

らのデジタル宗教学者によると、インターネットがサイバースペースと見なされた時代に

は「サイバー宗教」、オンラインゲームプラットフォームなどの仮想世界のアイデアと呼応

した時代には「バーチャル宗教」という言葉が使われ、どちらも本物のコミュニティや宗教

が存在する「現実世界」と区別するものであった。これは、宗教の一形態でありながら、ど

こか不完全であったり、偽りの形態であったりするという仮定を呼び起こし、研究者は、情

報や儀式がオフラインの情報源や実践に大きく基づいているのか、それともオンライン上

で生まれた宗教表現から生じる独自の実践形態なのかを区別するようになったという。し

かし、2010 年代になると、インターネットのプラットフォームやデジタル技術を通じて行

われる宗教実践の研究は「デジタル宗教学」と呼ばれるようになり、その開始当初から、質

的・量的アプローチを始めとした様々な分野との協力を推進し、アルゴリズムやオンライン

プラットフォームの分析を取り入れた学際的な研究領域となっていった（Campbell＆

Bellar 2023:4-5）。 

なお、宗教領域ではないが、日本の CMC （Computer-Mediated Communication）研究にお

いても、木村は、「ハイブリッド・エスノグラフィー」を提唱し、デジタルデータについて

定性的・定量的、両方の側面から対称的にアプローチをすることで、事象を多角的に掘り下

げることができるとしている(木村 2018)。このアプローチを部分的にも取り入れている宗

教研究はほとんど見られない(1)が、筆者はとても有効だと考えている。そこで本稿では、デ

ジタル・スピリチュアリティとして、占星術師やヒーラーであるインフルエンサーを中心と

したスピリチュアルなネットワークを事例に、質的・量的なアプローチから描写することを
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試みる。質的なアプローチとして、事例において量的な分析の助けとなるよう分類を行うと

同時に、オンライン上で観察した内容と突き合わせてデータを解釈し、また今まで指摘され

てきたデジタル宗教の特徴と照らし合わせながら類似性を確認し、描写する。また、量的な

データとして、運営主体やインフルエンサー自らの投稿やユーザーからの口コミなどを含

むブログ記事の集合体がオンライン上でどのように自らを説明するものとして存在してい

るのか、その中でフォロワーがどのようにコンテンツを摂取し、行動をしているかの足跡を

辿る。 

 

３ インフルエンサーを中心としたスピリチュアルなネットワーク 

研究対象として、SNSを媒介とする、インフルエンサーを中心とした、スピリチュアルな

オンライン上のネットワークを扱う。このネットワークの中核には占星術のインフルエン

サーと伝統医療の専門家であるインフルエンサーの 2 名が存在、そして彼らのイベントを

企画、運営する組織(以下、Ｏ)がある。Ｏは有料会員制のオンラインコミュニティも運営し

ているが、Ｏが主催する多くの活動には有料会員以外の人も参加可能である。Ｏの有料会員

制のオンラインコミュニティの HPには、運営主体のメンバーとして、上記の 2 名のインフ

ルエンサーと、動画配信ライブやイベント等で MCの役割を担い、より運営側に近いが、絵

のワークショップなどを行うインフルエンサーと、Ｏの創業者、そして 2名の広報などの運

営担当者の 6 名(2)が記載されている。インフルエンサーはこの運営主体とは別に複数のプ

ラットフォーム上で個人での SNS 上での発信活動や講演活動、サービスの提供なども行っ

ている。これらの活動に注意を向けるインフルエンサーのフォロワーと、この運営主体Ｏが

運営するイベントに頻繁に参加したり、オンラインコンテンツを視聴したりする“常連”の

層は重なっており、重層的にネットワークを形成(3)していると考えられる。ネットワークの

内部のフォロワーは、例えば、「若者たちのゆるいグルーピングを示す表現」(山内 2025)で

ある“界隈”といったような、コミュニティの存在を意識した表現をすることもある。 

また、占星術のインフルエンサーは、フォロワーに対して「横のつながり」を作るため、

フォロワー自身に SNS上で顔を出し発信をすることを奨励している。 

筆者は以前から接点のあったこの“界隈”について、研究をはじめてから半年強、このネ

ットワークを観察している。なお、本研究に当たり、無料で公開されている情報に関してＯ

にメールにて研究の許諾を得ている。記事はオープンに公開されているものでありＯにつ

いては匿名化するが、詳細に記載することでの特定可能性を考慮したためである。ブログ記
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事の著者に関しては特定される可能性を下げるため、個別の記事の引用を控えている。 

デジタル宗教学において、オンライン上では、さまざまな情報源にアクセスでき自分の宗

教的信念をパーソナライズすることができるという風潮を「収束的実践」(Convergent 

practice)と言う。今回のフォロワーはインフルエンサーと同様、X(Twitter)や Instagram、

複数種類のブログ、音声配信、動画配信など様々なプラットフォームで配信活動を行ってい

る。このような活動は、デジタル宗教において言われている「宗教的なユーザーは、自分た

ちの宗教と神聖な慣習を、自分たちのストーリー化されたアイデンティティの一部として

オンラインで構築し、共有している」（Campbell＆Bellar 2023:114）という特徴として理解

でき、その際オンラインプラットフォームは、特定の信念や、従事または促進する実践を通

して、個人のスピリチュアルなストーリーを表示することを可能にする場として機能して

いるといえる。 

 

４ 維持管理される情報としてのスピリチュアリティ 

今回分析するデータは、運営主体Ｏが集めた記事の集合体(4)である。これは、ブログ SNS

のプラットフォームの機能によって、自分のアカウントから発信した記事、他のユーザーが

書いた記事問わず一つのまとまりとして掲示することができるようになっており、その機

能をＯが利用し公開しているものである。 

記事の集合体の中に書かれているスピリチュアルな出来事も、一種の情報である。スピリ

チュアルに該当する事象が生じても、誰も見ていない状態では認識されず、目撃者が解釈す

ることによって初めて、スピリチュアルな現象となる(5)。スピリチュアリティ研究において

は情報の内容に関心が集まり、その情報を入れるメディアに対する関心が希薄であったこ

とが指摘できる（鈴木 2025）。メディアは単なる情報の入れ物ではなく、情報を媒介するメ

ディアそれ自体が情報を持っている(5)。つまり、筆者がここで指摘したいのは、スピリチュ

アルは、その情報に接し、それをスピリチュアルだと認識する人がいてスピリチュアルたり

うるため、情報の受け手に影響を与えるメディアへの視点は不可欠であるということであ

る。 

今回のデータであるブログの集合体も、元々個別の情報であったものが、インフルエンサ

ーのイベント等の運営主体が記事を選び、一つのまとまりとして読者の前に立ち現れる。そ

の意味で、運営主体のこの情報の維持・管理(5)によって初めて記事に記載されている情報は

差異化されると共に、運営主体に直接関連付けられ運営主体を説明するものとなる。そして、
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その数の多さが「人気」を証明し、運営主体を権威づけるのである。 

この記事の集合体について、運営主体Ｏにまつわる、視聴者、読者、登壇者、企画者のレ

ビューをまとめていると説明されている。筆者は、これらの記事を通して、Ｏという運営主

体、3人のインフルエンサー、そしてそのフォロワーの内訳やその関係性、その歴史を可視

化すべく、今回は、2020年 6月から 2024年 12月時点でまとめられていた 1060件の記事を

分析対象とし、すべてに目を通したうえで分類、集計し、KH Coderによる分析を行った。

テキストマイニングは大量のテキストデータから自動的にテキストを解析することで、発

見を促すものであるが、宗教社会学者である川端が指摘するように言葉のあいまいさは分

析上の欠点である（川端 2021:220）。今回のデータにおいても、抽出語に一般的な語が大量

に入り込んでしまうため、特徴語という機能を使い、筆者が記事をカテゴリ化した上で、そ

のカテゴリについてグループ毎に特徴を見出すために利用するに留めることとした。 

本論文では、あくまで研究対象とする一つのデータから読み取ることができる、この研究

対象の様相を描写することを試みる。これは、複数使用されているプラットフォームの一つ

にすぎず、研究対象の一つの側面に過ぎない。しかし、データにはオンライン上の極めて流

動性の高い対象の時系列的な変遷や、そこに存在するフォロワーの変化などが年輪のよう

に現れており、この研究対象を理解するために大いに役に立つものである。そして、このよ

うなデータを分析することは、デジタル・スピリチュアリティの理解にもつながると主張し

たい。 

 

５ ブログ記事の集合体データ分析 

5.1 多様な執筆者とフォロワーでも主催者でもないアクターの存在 

まず、この 1060件の記事の執筆者は合計 204人であった。この執筆者には、Ｏのホーム

ページ上で紹介されている 3 人のインフルエンサーと 3 人の運営者を合わせた計 6 人の主

催者が含まれている。また、それ以外にも運営主体Ｏのイベントの主催や複数のイベントを

運営している人物の執筆した記事もデータにあり、この人物も主催者に含めることとした。

この 7人にＯの公式アカウントを加えた 8つのアカウントによって、1060件のうち、168件

が執筆されていた。 

また、それ以外の記事の中には、Ｏの発信するコンテンツに出演した感想やＯのフォロワ

ーが自主的に開催する交流イベントの告知や報告、Ｏと関連のある執筆者の自分のサービ

スの宣伝といった、Ｏにより能動的な関与をしている記事が含まれていた。単に、Ｏのコン
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テンツの感想や生活の中での日記のような消費者、フォロワー目線で執筆している記事と

は質的に異なるため、区別をすることとした。 

 

 

 

執筆者の内訳については、主催者、フォロワー、能動的関与者のほかに、フォロワー且つ

能動的な関与者という区別を加えた。記事の内容と執筆者を照らし合わせると、能動的な関

与に関する記事を執筆していた 28のアカウントのうち、フォロワー目線の記事も同様に執

筆しているアカウントが 16あることが分かった。フォロワーでもあり能動的な関与をする

者でもあるという層が存在するということである。これは筆者がこの研究対象をオンライ

ン上で観察する中で、たびたび X(Twitter)上にフォロワーによる自主的な交流イベントの

案内や、フォローしていない動画配信ライブ番組の出演者の投稿がアルゴリズムによって

流れて来るなどして確認していたが、この集合体にこれらに関する記事が追加されている

ということは、それを運営主体であるＯも認知し、Ｏにまつわる活動としているということ

がわかる。 

フォロワーによる自主的な交流イベントの開催という事項だけをとっても、単なるイン

フルエンサーと彼らの提供するコンテンツを消費するフォロワーという関係ではなく、実

際に一部のフォロワーが想定しているように一種のコミュニティが存在することが浮かび

上がる。町口は、濃密な融合的な感情により結びついている集団を「コミュニティ」、社会、

つまり都市や市場など、規模が大きく見知らぬ者同士の匿名的な集合体を「ソサイエティ」

表 1 :記事内容の内訳 

 



 

 

Journal of Applied Humanities Vol.2 pp.16-35 2025 

 

23 

 

と区別している(町口 2021)。宗教に関わる事例ではないが、町口は BABYMETAL という

YouTubeで人気を博しているメタルダンスユニットの事例において、YouTubeのチャットで

の交流から一種のコミュニティが形成されると述べている。本事例でも様々なプラットフ

ォームでの投稿や配信とそこにおける交流によってコミュニティが形成されていると理解

できる。 

 

 

 

5.2 執筆記事数の分布 

204 アカウントで 1060 件の記事が執筆されているということは、1 アカウントにつき平

均して約 5件を発信していることになる。だが、実際の分布をみてみるとかなりのばらつき

があることがわかる。 

 

 

表 2：執筆者の内訳 

表 3：1アカウント当たりの記事数とその人数の分布 
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1アカウントで書いている記事数は最多で 103件であるが、おおむね 1～20記事に集中し

ていることがわかる。また、1 件の記事のみ書いているアカウントが 80 アカウント存在し

た。この記事の集合体にＯによって追加されている記事が多いほど、Ｏが選んだ記事を執筆

する、Ｏに対して親和性の高い著者であるという解釈ができる。そこで、記事数の多さによ

り、4つのグループに分けることとした。 

 

 

なお、上位の 8 人には主催者が 2 人含まれており、他の 6 人の主催者のうち 4 人がグル

ープ C、2人がグループ Dに分類される。 

 

5.3 デジタル・スピリチュアリティの境界：記事テーマの種類 

「レビュー」と銘打っているものの、内容はＯの提供するコンテンツの感想ばかりではな

く、Ｏのコンテンツがきっかけで行動したといった内容、フォロワー同士の交流会の告知、

執筆者のサービスの宣伝、Ｏが関与していないと思われるインフルエンサーの提供するサ

ービスについての感想、日常の中でＯにまつわることを思い起こしたといった多種多様な

内容が含まれていた。できるだけ文脈に即した分析を行うため、どのような文脈でＯとの関

連が認められるかという視点でカテゴリ分けを行った。 

 

表 4：執筆数のグループ 
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Ⅲに関しては、「Ｏのインフルエンサー」によるサービスやイベントに関する記事である

が、そのサービスやイベント、コンテンツにはＯが関与していると公表されていないものが

存在した。また、Vに関して「Ｏのインフルエンサー」とは、主催者でありＯのホームペー

ジに記載のある 3 人のインフルエンサーに加え、Ｏでのイベントに複数回講師として登壇

し、Ｏのコンテンツにも頻繁に登場するインフルエンサー1名に関する記事についてもこの

カテゴリ内にカウントしている。Ⅷに関しては、Ｏのコンテンツ・イベントの名前やＯと関

連があるインフルエンサーの名前には言及されているものの、記事全体との関連がない場

合、ⅩについてはＯの名前、コンテンツ、イベント、インフルエンサーの名前などのキーワ

ードがない場合に分類した。 

デジタル宗教学において、オンライン環境では、コミュニティがどのようなものであるの

かという境界を設定するのは、宗教指導者や組織ではなく、メンバー自身が個々のコミュニ

ティ・自分たちの宗教的コミュニティ体験を創造し、指示し、管理する（Campbell＆Bellar 

2023:31）と言われているが、本事例においてもそもそもコンテンツ提供者であるＯの中で

もＯの活動の境界は曖昧であり、フォロワーもＯが主催しているかどうか、Ｏのコンテンツ

であるかに関わらず、自身で自分の行動範囲を決めていることがわかる。 

また、記事の中で言及されているＯのコンテンツやイベントなどのＯに関する事項につ

いても下記の通り、42 個に分類を行った。複数の項目に言及があった場合、記事の中で言

表 5：記事テーマのカテゴリ 
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及されている文章量が多く、記事のテーマに近しい項目に分類をした。Ｏの提供するコンテ

ンツについては形態や開催頻度、費用について記載している。無料公開されているオンライ

ンコンテンツから、1日数時間の有料オンラインイベント、宿泊型のイベントまで様々な形

態で行われており、価格帯は無料、数千円～数万、数十万円のものまで幅広い。 

無料で行われる動画配信ライブについて、言及されている記事が圧倒的に多く、さらに比

較的高額であるが宿泊型であるリトリートに関する関心が目立っている。 

しかし、非常に様々なコンテンツがオンライン、オフラインにて提供されていることがわ

かるが、その内容については本稿ではすべてに対して詳細を述べることは控え、あくまで情

報がどのように管理されているかを分析する上で必要な部分にのみ詳細を記載することと

する。 

 

 

 

5.4 フォロワー層の変化と言及されるコンテンツの推移 

このコミュニティの歴史を辿るため、経年的なデータを参照したい。年毎に記事内容の内

訳と記事数の推移を見ると下記の通り、2023 年に大幅に増加していることが分かる。さら

に、記事の執筆数の多さによって分けた Aから Dのグループ別の年単位での推移を見ると、

特に B、C、Dの層の執筆記事が増加している時期は 2023年であることがわかる。 

表 6：記事内で言及されているコンテンツ・事項 
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さらに細かく年毎に執筆記事数の多いアカウントを上位 10位までランキングとして示し

た。匿名性を担保する観点から、複数年に渡り 10位以内に入っているアカウントのみ番号

を振り、その他のアカウントは灰色がけとした。 

表 8：記事数グループ毎の執筆記事数の推移 

表 7：記事内容の推移 



 

 

Journal of Applied Humanities Vol.2 pp.16-35 2025 

 

28 

 

 

 

2020年～2022年においても上位のアカウントは変動しているが、2023年以降はさらにア

カウントが入れ替わり、流動性が増していることがわかる。 

伝統的な宗教組織と異なり、流動性の高い、頻繁に構成員が入れ替わる様子がデータとし

て現れている。これはオンライン上において活動がなされ、その足跡が記録されているから

こそ、描写できるものである。 

 

 

 

年毎に言及されているコンテンツの特徴語を見ると、その年を特徴づけるコンテンツと

して一番上位にあるものは 2020 年～2022 年はオンライン上で行われる動画配信ライブで

あったが、2023年～2024年には宿泊型のリトリートとなっていることが分かる。Ｏの会社

の HPによると宿泊型リトリートは 2021年から始まった事業であり、2年を経て多くの記事

内で言及されるコンテンツとなった。近年のこのコミュニティの中心的なコンテンツと言

える。 

表 9：年別執筆記事数ランキング 

表 10：年毎に言及されているコンテンツ(特徴語検索) 
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この結果は X(Twitter)では宿泊型リトリートの開催が告知される度に、フォロワーによ

る拡散・反応も多く見られ、対面でのフォロワーとの会話の中でリトリートについて頻繫に

話題にのぼる状況とも重なる。宿泊型リトリートは現在のこのコミュニティを観察・分析す

る上で重要なコンテンツであることが特定できる。これは表６「記事内で言及されているコ

ンテンツ・事項」で確認できた結果とも一致する。 

 

5.5 “界隈”の範囲の拡張とインフルエンサーの立場 

次に、どのようなテーマにおいてどのようなコンテンツが言及されているか全体的な傾

向を掴むためにテーマごとに言及されているコンテンツの特徴語について参照する。表 5の

通り分類した 10 のテーマのうち、10 記事以上のデータのある、I～Ⅶまでの分析結果を下

記に示す。 

 
表 11：テーマごとの言及コンテンツの特徴語 
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上位の項目だけ概観すると、まず、IのＯのコンテンツに関するテーマの記事において一

番特徴的であるのは宿泊型リトリートや絵のワークショップであり、この記事の集合体の

執筆者はこれらのイベントをメインのテーマとして記事を執筆する傾向があることが分か

る。次に、Ⅱの異なるテーマの記事内で引用されることが多いのは、動画配信ライブである。

日記のような記録や、日々の生活の中で気づいたことなどの中で、動画配信ライブの存在や

動そこで言われていたことについて思い起こしたことを引用していることが分かる。Ⅲの

主催側の記事でも動画配信ライブや過去の一定期間行っていた様子のある配信ライブのレ

ポートについて執筆している。ⅣのＯが提供するコンテンツによって別の行動を起こすと

いう内容の記事についても前述した通り 100 記事以上の数があるが、その行動の起点とな

っているのはやはり動画配信ライブや宿泊型リトリートと言える。さらに、ⅤのＯのインフ

ルエンサーのサービスに関する記事は、前述の通り、Ｏに関係の深い 4人のインフルエンサ

ーが、Ｏとは関係なく別個に行っていると思われるサービスなどに関する記事のことであ

る。データを見ると、この中でよりテーマとなっている傾向が強いのは伝統医療のインフル

エンサーであることが分かる。つまり、他のインフルエンサーと比べて、個人で行っている

活動についてもよりＯの活動として示されていることを意味する。一方で、交流イベントの

主催や動画配信ライブでのゲスト出演などの能動的参与に関する記事においては、占星術

のインフルエンサーの個別サービスや配信などとの関連が特徴的であり、フォロワー同士

の交流の中では、Ｏが主催する占星術のインフルエンサーのイベントによく言及されるよ

うだ。このデータにおいて、フォロワー同士の交流や能動的参与の基盤となっているのが占

星術のインフルエンサーである傾向が強いのは、それだけ占星術のインフルエンサーのフ

ォロワーの層が厚いことを示すものとも言える。 

Ｏが主催ではないインフルエンサーらのサービスについてこの記事の集合体に組み込ま

れていることについて、この記事の集合体の記事数を増加させるためにＯがあえて記事を

加えたと考えるべきだろうか。事態はそのようにシンプルではないと筆者は考える。そもそ

も、この運営主体の活動がどこからどこまでなのか、運営主体の中でもそれほど明確ではな

いと理解できるからだ。 

例えば、週一回日替わりでインフルエンサーと運営者、その関係者が行っている音声のみ

のライブ配信において、このＯ周辺の 1 週間の活動を紹介する番組が放送されていたこと

がある。この音声配信では、占星術師のインフルエンサーの動画配信ライブが紹介されてい

たが、この記事の集合体において、占星術師のインフルエンサーの動画配信ライブが主なテ
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ーマとされている記事はほとんど見られなかった。このブログプラットフォーム内でこの

インフルエンサーの動画配信ライブについて検索するといくつも記事が存在することが確

認できる。実際に音声配信において占星術師のインフルエンサーの動画配信ライブが紹介

されていた際には、フォロワーにも特に違和感なく受け止められており、特にどこからどこ

までがＯの活動であるかがフォロワーの間で問題となる場面はほぼない。この記事の集合

体の中で、その境界はおぼろげながら見て取ることができるが、それはあくまでこのプラッ

トフォームにおけるものでしかない。占星術のインフルエンサーの動画配信ライブでは

“界隈”の人々が多く参加しており、ライブ後は毎回その感想が X(Twitter)上に投稿され

ている。一方で、Ｏの音声配信や他の SNSにおいて言及されることは稀である。“界隈”の

中ではあまり流通しない情報である、伝統医療のインフルエンサーの別個のサービスにつ

いての記事が積極的にＯのものとして取り入れられていることがこのデータから読み取れ

る。そして、このデータの様相は、このインフルエンサーらがこの運営主体Ｏのメンバーと

なった経緯からも説明できると筆者は考える。 

運営主体の会社の HP によると、元々この運営主体Ｏを立ち上げる前から、創業者は占星

術のインフルエンサーと協業しており、占星術のインフルエンサーはＯのローンチの際に

はすでに著書を発売しているほど影響力を持っていた。そこから 1 年ほどして伝統医療の

インフルエンサーが参画したが、伝統医療のインフルエンサーは当時 SNS においても積極

的に発信を行っているわけではなかった。これらの状況とデータから、参加した伝統医療の

インフルエンサーをＯのメンバーとして受け入れたことをフォロワーに周知する意図があ

ったと解釈することもできるだろう。 

 

5.6 運営主体はどこまで情報をコントロールすることができるのか 

今まで、Ｏがどのようにこの記事の集合体の記事を維持管理しているかを探ってきた。だ

が、実際にＯはどこまでこの情報の塊をコントロールすることができるのだろうか。 

この記事の集合体に記事を追加する際のフローはどのようなものだろうか。イベントの

直後にイベント名で検索をする、X(Twitter)や Instagram などの SNS でシェアされている

記事を発見するほか、この SNS 内で運営主体の名前で検索をかけるなどの方法が考えられ

る。 

筆者ははじめ、Ｏがどのようにフォロワーが書いた記事を取捨選択しているかを理解す

るため、このプラットフォーム内でＯの名前で検索し抽出された記事と比較することを試
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みた。しかし、検索をしてみると約 3000件もの記事がヒットし、その中にはこの運営主体

の名前が含まれた英単語も検索されており、この運営主体を指す語のみを含む記事をすべ

て抽出することは非常に困難であった。この状況は、筆者と同じこのプラットフォームのユ

ーザーである運営主体のメンバーも同じである。 

もちろん、このプラットフォームが意図的にスムーズな利用を阻んでいるとは考えにく

い。しかし、「プラットフォーム資本は、商品の製造・販売ではなく、このような「場」を

貸し出すことによって利益を得る」(山本 2023:11)のであるから、むしろ他のより多数のユ

ーザーが利用しやすいようにアルゴリズムのプログラミングを施しているはずであり、し

かしその結果、この運営主体の名前は検索がされにくくなっている。それは、運営主体の名

前が含まれている英単語の存在、多数のユーザーの使いやすさとその検証のされ方、その結

果として構築されるアルゴリズムによる結果なのである。 

また、言うまでもないことであるが、フォロワーが記事を書かなければ多数の記事を「レ

ビュー」としてまとめることはできない。それに加えて、上記のようなプラットフォームの

制約によって、フォロワーの発信したＯやそのインフルエンサーに関する記事をすべて把

握するのは困難である。Ｏは意図的に記事を追加しないことはできても、この記事の集合体

を完全に自由にコントロールできるとは言えないのではないか。 

Ｏだけではなく、プラットフォームの制約、そして記事を生成するフォロワーによって、

この記事の集合体は形づくられ、SNS上の“界隈”という情報の一部となっているのである。 

 

6 おわりに 

本稿では、質的・量的なアプローチにより、インフルエンサーを中心としたスピリチュア

ルなネットワークをデジタル・スピリチュアリティとして描写することを試みた。 

プラットフォーム上で運営主体によって維持管理された情報によって、フォロワーは初

めて一つのまとまりとしてこの記事の集合体を認識する。この中の情報を分析することに

よって、熱心なフォロワーが流動的に入れ替わっている様子や、中心となるコンテンツの変

化、どのように“界隈”の範囲が区切られ、また曖昧になっているかを描写することができ

た。運営主体はこの情報を完全にコントロールできるわけではなく、プラットフォームの機

能や制約やフォロワーの紡ぎ出す記事の存在によって規定されるのである。このような運

営主体によって選ばれたコンテンツの存在は、デジタル宗教研究において大きな論点の一

つである体験的真正性（Campbell＆Bellar 2023: 127‐131）を担保するものとも理解でき、
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その意味でこのブログはスピリチュアルな体験の証拠として機能している(6)とも考えられ

る。今回の分析によって、フォロワーが共有している体験的真正性の基盤となるデータがそ

のような様相であるかを明らかにすることができた。 

今後の課題としては、まず今回このコミュニティにおいて中心となっているコンテンツ

として浮かび上がった宿泊型リトリートや動画配信ライブを観察することによって、SNS上

の繋がりがどのような過程でリアリティを持ち、いかにしてオンライン上で提供される環

境や、占い・スピリチュアルな情報によってネットワークが形成・維持されているのかを明

らかにすることである。また、本データ内の単語がどのように他の複数のプラットフォーム

内で使用されているかを追跡することによって、コミュニティ内での相互作用を詳細に分

析することである。 

上記のように、SNS上の情報であるスピリチュアリティがリアリティを持つ過程を分析す

ることは、宗教・スピリチュアリティ研究、SNSにおけるオンライン・エスノグラフィー研

究双方に寄与しうるものであろう。 

 

注 

(1) メディア空間も含んだ「場所」における宗教的世界観ないし「共同性」の構築を論じる

ことを試みた今井 2018年は例外である。 

(2) Ｏの今はあまり更新されている様子が見られない別の HPには、より多くのメンバーが

記載されているが、実際にＯの音声配信やイベントにはこの 6 名が関わっており、こ

の 6 名が運営の中核であると考えられるため、本稿ではこの 6 名を運営主体のメンバ

ーとしてみなす。 

(3) 詳細は、鈴木万葉 2025「インフルエンサーを中心とした SNS 上の集合行為 ―アフォ

ーダンスからみたスピリチュアルなネットワーク―」『学際日本研究』(刊行予定)を参

照されたい。 

(4) プラットフォームが特定されると研究対象の匿名性を損なうため、正式な名前の利用

を控える。 

(5) この議論に当たって、近年の“怪異”に関する研究で展開されている議論にインスピ

レーションを受けた。『怪異と妖怪のメディア史: 情報社会としての近世』において日

本史学者の村上紀夫は“怪異”は情報として流通し、読み手によって解釈されること

によって怪異となるといい、メディアは単なる情報の入れ物ではなく、情報を媒介す
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るメディアそれ自体が情報を持っていると主張する。また、こういった怪異の認識に

ついて、「怪異認識とは、歴史・地理・経験のデータベースをだれか維持管理し、運用

しているかという問題に置き換えることもできよう」（村上 2023:18）と論じている。 

(6) Whitehead はキリスト教の「ママブログ」の研究において、「ブログが信仰、希望、奇

跡の力についての物語であると主張する場合、熱心な読者はそれを「目に見えないも

のの証拠」、つまりコミュニティで共有されている本物の宗教的信仰と実践の証拠の表

現として読み、理解することができる」（Whitehead 2015)と論じている。  
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